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SIP-adusの取組紹介

・2013末 議論検討開始

・2014.5.23 研究開発計画発行

2014.11.13 研究開発計画改定
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交通事故死者低減国家目標の達成に向けて

出展：内閣府資料より (2009)
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人口10万人当たりの交通事故死者数

日本の国家目標；
2018年を目途に交通事故死者を2,500人以下

2013年 4,373人
2014年 4,113人 （▲260人）

達成困難な状況



ロードマップ
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１．交通事故低減等 国家目標の達成 ： 国家目標達成の為の国家基盤構築

２．自動走行システムの実現と普及 ： 一気通貫の研究開発と国際連携
同時進行による実用化推進

３．次世代公共交通システムの実用化 ： 東京オリンピック・パラリンピック
を一里塚として開発推進

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2030

自動走行システムの開発・実証

ASV・ACC

ASV・ｵｰﾄﾌﾞﾚｰｷ

準自動走行ｼｽﾃﾑ（ﾚﾍﾞﾙ2）

実証実験

運転支援ｼｽﾃﾑ（ITS+ｵｰﾄﾌﾞﾚｰｷ）

自動車専用道高度運転支援

一般道高度運転支援

◆東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

◆ﾌﾟﾚ東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ

◆交通事故死者国家目標

2500人以下

◆次世代交通ｼｽﾃﾑの普及

準自動走行ｼｽﾃﾑ（ﾚﾍﾞﾙ3）

・ﾄﾗｯｸ隊列走行

・ITSｽﾎﾟｯﾄ

・ｻｸﾞ部交通円滑化

・DSSS

完全自動
走行ｼｽﾃﾑ

普及

◆実証実験

◆準自動走行ｼｽﾃﾑ
（ﾚﾍﾞﾙ2）市場化

◆準自動走行ｼｽﾃﾑ
（ﾚﾍﾞﾙ3）市場化



自動運転レベルの定義

SIP-adus

・今後、欧州等を含む自動走行車等の定義を巡る国際的動向に、わが国として積極的に参加する一方で、それらを踏まえ
つつ、国際的整合性の観点から必要に応じて見直すことを検討する。
・ここで完全自動走行システムが「有人か無人か」は定義していない。この理由は

①自動走行システムの定義は、関係府省・学・民間の専門家がこれまで議論を重ねてきた実績を基本に、時代の変化分を
修正していくものである。
②国際商品である自動車は適度な標準化が必要であり、国際的な整合性が必要である。
③技術や環境は変化を続けるものであり、定義を厳密にせず、自由度を高めることが技術開発や実用化の促進に繋がる。
④自動車市場は多様な価値観のお客様が、様々な環境でご使用いただく商品であるため、技術のみで決めることはできない。
等の判断による。

６

議論中

但し、いづれのレベルにおいても、ドライバーは、いつでもシステムの制御に介入することができる。


